
 くみあい 

快 食 快 尿 さ ん 

配合成分 
  米ぬか油かす、きな粉、グルタミン酸発酵副産液、ふすま、乳酸菌、酪酸菌、糖化菌、 
  天然ケイ酸アルミニウム、馬鈴薯デンプン 

株式会社 科学飼料研究所 製造・販売 供  給 

一、肉牛が尿石症に罹ってしまったなら、極力早めにそのストレスから解放してあげることが生産  

   性の向上のために、必要不可欠なことです。 
 

二、尿石症を惹き起こす原因は、 

     ①飼料中のミネラルのアンバランス  ②尿路の異常  ③尿路粘膜の脱落 等種々複雑です。 
 

三、このため、配合飼料と粗飼料の採食バランスを適正に保つこと、粗飼料の裁断長を適切に 

      保つこと、更には飲水量を適切に保つこと、などの大切さが強調されています。 
 

四、尿石症を罹患している牛は、摂取する飼料内容のアンバランスから、腸内細菌叢も異常と 

      なっていて、飼料の食い込みと利用性を悪化させていることが多く、単に尿石を分解する 

   対応だけでは肥育成績が改善・向上しない事例が多く、肉牛経営上からも損失の大きな 

   肥育代謝病です。 
 

そこで、ミネラルバランスを正常に整え、快適な排尿を維持し、更にお腹の調
子を健康に保つ成分をバランス良く配合した混合飼料 「くみあい快食快尿さん」 を
発売しました。 

１０ｋｇ紙袋 

尿石症のない肥育牛の安全な飼養管理のために！ 



１. グルタミン酸発酵副産液  
 

 アミノ酸の一種であり、嗜好性が大変良好である。 
 アニオン（陰イオン）飼料であり、体内の酸―塩基平衡を、 
  酸側に近づける作用を有する。 
 無機体に比べて、吸収・利用性が高く、快適な排尿に貢献する。 
 ミネラルバランスを調整し、尿のｐＨを一定に保つ作用があります。 

 

３. 乳酸菌・酪酸菌・糖化菌  
 

 ３種類の活性生菌は共生して腸内細菌のバランスを維持する。 
 消化管内で活発に増殖し、腸内細菌のバランスを維持する。 
 乳酸や酪酸等の有機酸及び各種酵素を産生する。 

 

お問い合わせは・・・ 
 

最寄のＪＡ くみあい飼料 科学飼料研究所 まで 

    使用上の注意 
 

高温、多湿、直射日光をさけ、開封後の残量については、密閉して保存してください。 
 

牛の状態に応じて、１日当たりおおむね50～100ｇを 

10日間～2週間 程度、連続して給与する。 

！ 

給与例・給与量のめやす 

２. きな粉  

ミネラルバランスを調整し、尿のｐＨをコントロール 
することで一定に保ちます。 
 

 
嗜好性に優れ、給与飼料全体の食い込み量を維持します。 
 
 
 
 
 

三種の活性生菌（乳酸菌・酪酸菌・糖化菌）により、 
腸内細菌のバランスを維持します。 

 

 

◆ 

◆ 

 
◆ 

くみあい快食快尿さんの配合成分 

くみあい快食快尿さんの特徴 

尿ｐHのコントロールと良好な腸内細菌叢の維持により、 
順調な肥育成績が維持されます！ 

 嗜好性の良い、きな粉を配合。 


